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2
月
10
日
、
小
金
井
宮
地
楽

器
ホ
ー
ル
で
三
多
摩
国
民
春
闘

勝
利
総
決
起
集
会
（
主
催
・
三

多
摩
国
民
春
闘
会
議
）
が
行
な

わ
れ
、
国
民
春
闘
共
闘
事
務
局

長
の
黒
澤
幸
一
さ
ん
が
「
22
国

民
春
闘
を
如
何
に
た
た
か
う

か
」と
題
し
て
講
演
し
ま
し
た
。

そ
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。（
文

責
、
見
出
し
も
編
集
部
）

今
年
の
国
民
春
闘
共
闘
の
ス
ロ

ー
ガ
ン
を
「
大
幅
賃
上
げ
・
底
上

げ
で
誰
も
が
希
望
を
も
て
る
公
正

な
社
会
を
」
に
し
ま
し
た
。
賃
金

を
し
っ
か
り
引
き
上
げ
る
、
そ
れ

に
こ
だ
わ
る
春
闘
に
し
よ
う
と
い

う
こ
と
で
す
。
ま
た
公
正
な
と
い

う
こ
と
は
、
非
正
規
差
別
や
ジ
ェ

ン
ダ
ー
の
差
別
が
日
本
で
は
続
い

て
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
公
正
な
も

の
変
え
て
い
く
こ
と
も
ス
ロ
ー
ガ

ン
に
込
め
ま
し
た
。

左
上
の
図
は
全
労
連
発
信
で
有

名
に
な
っ
た
も
の
で
す
。
1
9
9

7
年
が
日
本
の
賃
金
の
ピ
ー
ク
で

す
。
1
9
9
7
年
を
1
0
0
と
し

た
時
に
、
実
質
賃
金
は
ど
う
な
っ

て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
国
際
比
較

を
し
て
み
る
と
、
韓
国
は
1
5
7

・
3
％
上
昇
、
1
・
6
倍
に
な
っ

て
い
ま
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
は
1

・
4
倍
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
ギ
リ
ス
、

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
1
・
2
〜

1
・
3
倍
、
ア
メ
リ
カ
も
1
・
2

倍
ほ
ど
で
す
。

こ
の
よ
う
に
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
（
経
済

協
力
開
発
機
構
、
欧
州
、
米
日
な

ど
先
進
37
カ
国
）
諸
国
は
、
こ
の

25
年
賃
金
上
昇
を
た
ど
っ
て
い
る

一
方
、
日
本
は
こ
の
間
見
事
に
下

が
り
続
け
て
い
ま
す
。

私
た
ち
は
こ
の
グ
ラ
フ
を
目
に

焼
き
付
け
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。
日
本
は
こ
の

25
年
間
で
1
割
ほ
ど
賃
金
が
落
ち

る
こ
と
に
立
ち
至
っ
た
の
で
す
。

2
月
6
日
、
東
京
土
建
教
育
宣
伝
部
は
け
ん
せ
つ
プ
ラ
ザ
東
京
で
「
2
0
2
1
年
度
機
関
紙
コ
ン
ク
ー

ル
」
審
査
会
を
行
な
い
ま
し
た
。
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
各
賞
に
輝
い
た
の
は
以
下
の
支
部
機
関
紙
、
仲

間
た
ち
の
記
事
と
写
真
で
す
。
審
査
は
、
原
陽
一
全
国
商
工
新
聞
編
集
長
、
向
井
光
也
年
金
者
し
ん
ぶ
ん

編
集
長
（
前
「
け
ん
せ
つ
」
編
集
長
）
、
東
海
林
智
毎
日
新
聞
社
会
部
記
者
、
後
藤
英
雄
東
京
土
建
教
育

宣
伝
部
長
、
三
木
勉
「
け
ん
せ
つ
」
編
集
長
の
5
人
の
皆
さ
ん
で
行
な
い
ま
し
た
。
な
お
、
コ
ン
ク
ー
ル

へ
の
応
募
数
は
支
部
機
関
紙
が
33
支
部
、
記
事
が
61
記
事
、
写
真
が
46
枚
で
し
た
。

入
選
以
上
を
受
賞
し
た
各
紙

は
、
仲
間
を
巻
き
込
ん
で
記
事
を

書
き
、
紙
面
を
作
っ
て
い
る
、
出

し
続
け
て
い
る
こ
と
で
上
手
に
な

っ
て
い
る
、
全
部
の
機
関
紙
を
ほ

ぼ
1
日
か
け
て
読
ん
だ
が
、
飽
き

ず
に
読
め
る
く
ら
い
レ
ベ
ル
が
高

い
と
評
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
一
方

で
三
多
摩
支
部
が
低
迷
し
て
い
る

と
の
指
摘
も
あ
り
ま
し
た
。

3
年
連
続
で
機
関
紙
賞
を
受
賞

し
た
足
立
支
部
「
ち
か
ら
」
に
つ

い
て
は
、
何
を
伝
え
た
い
の
か
が

組
合
員
に
わ
か
る
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
が
め
ざ
さ
れ
る
な
か
、
他
の

支
部
の
機
関
紙
で
も
女
性
従
事
者

を
取
り
上
げ
て
い
る
が
、特
に「
ち

か
ら
」
に
掲
載
さ
れ
た
「
私
の
ふ

る
さ
と
」
は
、
一
般
紙
の
記
者
が

取
材
し
た
い
く
ら
い
の
記
事
だ
っ

た
な
ど
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

機
関
紙
賞

「
ち
か
ら
」
足
立
支
部

特
選

「
お
れ
た
ち
」
荒
川
支
部

「
土
建
し
ん
ぶ
ん
」
墨
田
支
部

「
土
建
し
ん
ぶ
ん
」
江
戸
川
支
部

「
け
ん
ち
く
」
渋
谷
支
部

「
け
ん
ち
く
」
世
田
谷
支
部

入
選

「
土
建
し
ん
ぶ
ん
」
江
東
支
部

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
板
橋
支
部

「
し
ん
じ
ゆ
く
」
新
宿
支
部

「
す
ぎ
な
み
」
杉
並
支
部

「
み
ち
し
る
べ
」
三
鷹
武
蔵
野
支

部「
鉾
杉
」
西
多
摩
支
部

記
事
賞
・
支
部
機
関
紙
よ
り
（
以

下
敬
称
略
）

「
笑
顔
が
素
敵
な
ナ
イ
ス
ガ
イ
」

佐
々
木
出
（
足
立
）

「
出
産
で
感
じ
た
言
い
知
れ
ぬ
不

安
」
赤
沼
美
穂
（
足
立
）

「
紙
芝
居
乃
と
ら
屋
を
訪
ね
て
」

並
木
義
男
、
川
又
好
一
（
荒
川
）

「
平
和
へ
の
願
い
」
林
幸
樹
（
墨

田
）

「
福
島
原
発
事
故
か
ら
10
年
」
柄

澤
耕
一
（
練
馬
）

「
平
和
を
願
う
希
望
」
近
藤
日
登

美
（
世
田
谷
）

記
事
賞
・
け
ん
せ
つ
よ
り

2
3
7
5
号
「
『
棄
権
せ
ず
投
票
』

を
訴
え
」
加
藤
行
夫
（
渋
谷
）

2
3
4
0
号
「
心
に
灯
と
も
っ
た

光
景
」坂
本
正
美（
三
鷹
武
蔵
野
）

2
3
5
5
号
「
父
も
工
事
に
参
加

し
て
」
藤
原
俊
男
（
西
多
摩
）

2
3
6
1
号
「
小
平
で
フ
ー
ド
バ

ン
ク
」山
内
勝
行（
小
平
東
村
山
）

2
3
5
5
号
「
住
み
や
す
い
東
京

に
」
髙
橋
久
美
子
（
村
山
大
和
）

記
事
賞
・「
忘
れ
え
ぬ
こ
と
」よ
り

2
3
4
5
号
「
桜
を
見
る
と
思
い

出
す
」
磯
貝
正
昭
（
文
京
）

2
3
5
1
号
「
三
軒
両
隣
の
深
い

絆
」
作
田
信
義
（
豊
島
）

2
3
4
6
号
「
ア
ク
セ
ル
踏
ん
だ

私
」
小
川
治
郎
（
北
）

2
3
5
7
号
「
49
年
10
カ
月
の
日

々
」
岩
﨑
一
宇
美
（
品
川
）

2
3
6
7
号
「
無
事
に
出
産
し
安

堵
」
佐
々
木
庄
樹
（
世
田
谷
）

2
3
5
4
号
「
お
じ
さ
ん
の
顔
に

涙
」
岩
上
敏
行
（
西
東
京
）

写
真
賞

佐
々
木
靖
（
足
立
）

白
井
正
紀
（
世
田
谷
）

髙
橋
美
壽
々
（
三
鷹
武
蔵
野
）

畑
山
勝
利
（
多
摩
西
部
）

木
津
谷
真
吾
（
清
瀬
久
留
米
）

日
本
機
関
紙
協
会
の
「
2
0
2

2
年
全
国
新
年
号
機
関
紙
誌
コ
ン

ク
ー
ル
」
の
審
査
は
2
月
13
日
を

中
心
に
、
南
大
塚
の
ラ
パ
ス
ホ
ー

ル
な
ど
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
東

京
土
建
か
ら
の
応
募
紙
等
は
以
下

の
よ
う
な
評
価
に
な
り
ま
し
た
。

★
労
働
組
合
単
組
・
市
民
団
体
都

道
府
県
本
部
機
関
紙
の
部

優
秀
賞

「
け
ん
せ
つ
」
本
部

★
労
働
組
合
支
部
・
市
民
団
体
支

部
機
関
紙
の
部

特
別
賞

「
け
ん
ち
く
」
渋
谷
支
部

「
す
ぎ
な
み
」
杉
並
支
部

審
査
委
員
特
別
賞

「
ち
か
ら
」
足
立
支
部

「
お
れ
た
ち
」
荒
川
支
部

「
ぶ
ん
き
ょ
う
」
文
京
支
部

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
板
橋
支
部

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
北
支
部

「
け
ん
ち
く
」
世
田
谷
支
部

「
指
金
」
中
野
支
部

「
み
ち
し
る
べ
」
三
鷹
武
蔵
野
支

部「
建
設
ま
ち
だ
」
町
田
支
部

「
小
平
東
村
山
」
小
平
東
村
山
支

部佳
作

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
練
馬
支
部

★
労
働
組
合
分
会
・
市
民
団
体
班

な
ど
の
機
関
紙
の
部

優
秀
賞

「
は
ら
か
ら
」
板
橋
・
徳
丸
分
会

「
福
寿
草
」
板
橋
・
イ
キ
イ
キ
会

奨
励
賞

「
た
か
ま
つ
」
練
馬
・
高
松
分
会

特
別
賞

「
新
と
よ
た
ま
」
練
馬
・
新
豊
玉

分
会

審
査
委
員
特
別
賞

「
荒
友
会
ニ
ュ
ー
ス
」
荒
川
・
荒

友
会

「
奥
戸
」
葛
飾
・
奥
戸
分
会

「
に
り
ん
草
」
板
橋
・
女
性
の
会

「
主
婦
の
泉
」
北
・
主
婦
の
会

「
む
ぎ
分
会
ニ
ュ
ー
ス
」
練
馬
・

田
柄
分
会

「
貫
井
分
会
ニ
ュ
ー
ス
」
練
馬
・

貫
井
分
会

「
み
ち
く
さ
」
練
馬
・
桜
台
分
会

そ
し
て
大
き
な
問
題
は
、
分
厚

い
中
間
層
と
言
わ
れ
た
労
働
者
層

が
下
層
に
流
さ
れ
た
実
態
で
す
。

最
低
賃
金
近
傍
で
働
く
労
働
者
が

10
年
で
倍
増
し
て
い
ま
す
。
都
留

文
科
大
学
の
後
藤
先
生
が
示
し
た

数
字
よ
れ
ば
、
最
賃
の
1
・
1
倍

以
下
で
は
か
る
と
、
2
0
0
9
年

で
は
そ
の
層
は
7
・
5
％
程
度
だ

っ
た
も
の
が
、
現
在
14
・
2
％
に

な
っ
て
い
ま
す
。
1
・
3
倍
以
下

で
は
か
る
と
、
約
3
割
の
労
働
者

が
最
賃
近
傍
で
働
い
て
い
る
と
い

う
の
が
実
態
で
す
。

最
賃
近
傍
の
労
働
者
と
は
、
最

賃
が
上
が
る
と
直
結
し
て
賃
金
が

上
が
る
労
働
者
で
す
。
最
賃
準
拠

型
の
労
働
者
と
も
言
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
こ
う
い
う
労
働
者
が
日

本
の
労
働
者
の
3
割
を
占
め
る
よ

う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

私
た
ち
が
注
目
し
て
い
る
の
は

コ
ロ
ナ
禍
で
働
き
続
け
、
こ
の
社

会
を
維
持
し
て
い
る
エ
ッ
セ
ン
シ

ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
低
賃
金
問
題
で

す
。
医
労
連
（
医
療
関
係
の
労
働

組
合
）
な
ど
で
よ
く
言
わ
れ
る
の

で
す
が
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
年
末

一
時
金
が
削
ら
れ
る
と
か
、
賃
金

が
下
が
っ
た
病
院
も
出
て
き
て
い

る
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
あ
り
え

な
い
だ
ろ
う
と
。

介
護
労
働
者
、
保
育
士
、
販
売

店
員
、
バ
ス
運
転
手
は
全
産
業
平

均
か
ら
月
に
7
万
円
も
低
く
、
タ

ク
シ
ー
運
転
手
に
至
っ
て
は
10
万

円
も
低
く
な
っ
て
い
ま
す
。
看
護

師
や
保
健
師
は
全
産
業
平
均
に
な

っ
て
い
ま
す
が
、
ど
こ
の
国
で
も

平
均
よ
り
2
〜
3
割
高
い
の
が
当

た
り
前
で
す
。
こ
れ
が
エ
ッ
セ
ン

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
実
態
で
す
。

上
が
ら
な
い
理
由

を
考
え
打
開
へ

な
ぜ
、
日
本
の
労
働
者
の
賃
金

は
上
が
ら
な
い
の
か
を
、
み
ん
な

で
そ
こ
を
考
え
、
打
開
し
て
い
く

方
向
性
を
作
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
間
、
春
闘
の
学
習
会
で
議

論
す
る
と
、
「
労
働
組
合
の
弱
体

化
だ
。
交
渉
力
が
低
下
し
て
い
る

の
で
は
な
い
か
」
「
財
界
・
大
企

業
と
政
府
に
よ
る
分
断
、
自
己
責

任
の
強
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
」
「
労
働
者
が
モ
ノ
を
言
え
な

く
な
っ
て
い
る
」
「
非
正
規
労
働

者
が
ふ
や
さ
れ
た
り
、
格
差
の
増

大
が
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
格
差

も
温
存
さ
れ
て
い
る
」
「
学
校
教

育
、
主
権
者
教
育
の
破
壊
が
影
響

を
与
え
て
い
る
の
で
は
な
い
か
」。

こ
れ
ら
は
す
べ
て
当
た
っ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。

「
桜
並
木
」
練
馬
・
学
園
分
会

「
わ
か
ば
」
練
馬
・
石
神
井
台
分

会「
石
神
ニ
ュ
ー
ス
」
練
馬
・
石
神

井
分
会

「
ひ
だ
ま
り
」
練
馬
・
石
神
井
台

分
会
主
婦
の
会

「
菜
の
花
」
練
馬
・
石
神
井
分
会

主
婦
の
会

「
か
た
く
り
」
練
馬
・
北
大
泉
分

会「
ね
り
ま
の
母
ち
ゃ
ん
」
練
馬
・

主
婦
の
会

「
南
部
の
仲
間
」
渋
谷
・
南
部
分

会「
井
戸
ば
た
か
い
ぎ
」
渋
谷
・
女

性
の
会

「
か
な
め
」
中
野
・
か
な
め
の
会

「
主
婦
の
ち
か
ら
」
町
田
・
さ
く

ら
の
会

佳
作

「
ほ
ん
で
ん
」
葛
飾
・
本
田
立
石

分
会

「
青
戸
分
会
」
葛
飾
・
青
戸
分
会

「
中
央
」
葛
飾
・
中
央
分
会

「
み
ず
も
と
」
葛
飾
・
水
元
分
会

「
女
性
の
会
か
つ
し
か
」
葛
飾
・

女
性
の
会

「
大
山
」
板
橋
・
大
山
分
会

「
お
お
や
ぐ
ち
」
板
橋
・
大
谷
口

分
会

「
北
町
奉
行
」
板
橋
・
大
谷
口
北

分
会

「
中
央
」
板
橋
・
中
央
分
会

「
お
ば
ん
で
す
」
板
橋
・
氷
川
分

会「
志
村
坂
上
新
聞
」
板
橋
・
志
村

坂
上
分
会

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
前
野
中
台
」
板

橋
・
前
野
中
台
分
会

「
ひ
ま
わ
り
」
板
橋
・
蓮
根
分
会

「
舟
高
新
聞
」
板
橋
・
舟
渡
高
島

分
会

「
新
赤
瓦
版
」
板
橋
・
新
赤
塚
分

会「
北
赤
通
信
」
北
・
北
赤
羽
分
会

「
な
か
ま
」
北
・
赤
羽
分
会

「
ほ
う
お
う
」
北
・
豊
王
分
会

「
た
に
し
」
北
・
西
ケ
原
分
会

「
シ
ニ
ア
友
の
会
」
北
・
シ
ニ
ア

の
会

「
か
す
が
」
練
馬
・
春
日
分
会

「
あ
お
ぞ
ら
」
練
馬
・
高
松
分
会

主
婦
の
会

「
土
支
田
分
会
だ
よ
り
」
練
馬
・

土
支
田
分
会

「
大
泉
東
分
会
ニ
ュ
ー
ス
」
練
馬

・
大
泉
東
分
会

「
四
面
塔
」
練
馬
・
西
大
泉
分
会

「
あ
け
ぼ
の
」
練
馬
・
上
石
神
井

分
会

「
は
な
み
ず
き
」
練
馬
・
旭
町
光

が
丘
分
会

「
新
大
泉
分
会
ニ
ュ
ー
ス
」
練
馬

・
新
大
泉
分
会

「
た
け
の
子
」
練
馬
・
新
大
泉
分

会
主
婦
の
会

「
ど
ん
ぐ
り
」
練
馬
・
早
宮
分
会

「
な
か
む
ら
」
練
馬
・
中
村
分
会

主
婦
の
会

「
富
士
見
台
」
練
馬
・
富
士
見
台

分
会

「
魁
」
中
野
・
の
が
た
分
会

「
か
み
さ
ぎ
」
中
野
・
上
鷺
宮
分

会

「
笑
い
薬
師
」
中
野
・
や
く
し
分

会「
井
荻
タ
イ
ム
ズ
」
杉
並
・
井
荻

分
会

「
中
央
新
聞
」
杉
並
・
中
央
分
会

「
浜
福
だ
よ
り
」
杉
並
・
浜
福
分

会「
阿
佐
ヶ
谷
だ
よ
り
」
杉
並
・
阿

佐
ヶ
谷
分
会

「
せ
ん
な
ん
」
杉
並
・
泉
南
分
会

「
小
平
東
新
聞
」
小
平
東
村
山
・

小
平
東
分
会

「
Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｎ
Ｏ
」
小
平
東
村
山

・
美
園
分
会

「
き
た
や
ま
」
小
平
東
村
山
・
北

山
分
会

★
オ
ン
ラ
イ
ン
活
用

イ
ン
ス
タ
賞

「
東
京
土
建
町
田
支
部
さ
く
ら
会
」

町
田
・
さ
く
ら
の
会

審
査
委
員
特
別
賞

「
東
京
土
建
一
般
労
働
組
合
渋
谷

支
部
」
渋
谷
支
部

黒澤さん

編
集
す
る
に
あ
た
っ
て
大
切
に

し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
は
、既
存
の
型
に
と
ら
わ
れ
ず
、

組
合
員
さ
ん
が
読
み
や
す
い
と
思

え
る
魅
力
あ
る
機
関
紙
づ
く
り
を

す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
こ

と
を
念
頭
に
「
仲
間
の
顔
や
写
真

を
多
く
載
せ
る
」
「
興
味
を
引
く

内
容
を
掲
載
す
る
」
「
文
字
の
大

き
さ
フ
ォ
ン
ト
イ
ラ
ス
ト
の
配
置

等
の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
こ
だ
わ
る
」

こ
と
で
、
読
み
手
に
身
近
な
飽
き

の
こ
な
い
機
関
紙
と
す
る
よ
う
心

掛
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
仲
間
か
ら
の
「
最
近
は

新
聞
読
む
の
が
楽
し
み
」
「
次
回

は
こ
ん
な
内
容
を
載
せ
て
」
と
言

っ
た
感
想
や
要
望
を
、
直
接
機
関

紙
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
て
い
ま

す
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
最
近
で
は

「
機
関
紙
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
制

度
に
つ
い
て
詳
し
く
聞
き
た
い
」

な
ど
の
支
部
へ
の
問
い
合
わ
せ
が

ふ
え
て
い
る
他
、
機
関
紙
の
記
事

が
仲
間
同
士
の
会
話
の
き
っ
か
け

に
な
っ
て
い
る
と
の
報
告
が
多
く

あ
り
、
機
関
紙
の
重
要
さ
を
あ
ら

た
め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

全
建
総
連
の
第
25
回
機
関
紙
コ

ン
ク
ー
ル
の
審
査
会
は
、
1
月
31

日
と
2
月
2
日
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ
で
行
な

わ
れ
ま
し
た
。東
京
土
建
の
支
部
、

本
部
の
機
関
紙
で
見
事
に
受
賞
と

な
っ
た
機
関
紙
は
以
下
の
と
お
り

で
す
。

★
県
連
・
組
合
、
単
組
「
Ａ
部
門

（
月
1
回
以
上
発
行
）
、
参
加
29

紙
」

最
優
秀
賞

「
け
ん
せ
つ
」
東
京
土
建
本
部

★
支
部
「
Ａ
部
門
（
月
1
回
以
上

発
行
）
、
参
加
1
4
4
紙
」

優
秀
賞

「
ち
か
ら
」
足
立
支
部

「
お
れ
た
ち
」
荒
川
支
部

「
け
ん
ち
く
」
渋
谷
支
部

「
指
金
」
中
野
支
部

入
選

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
板
橋
支
部

奨
励
賞

「
し
ん
じ
ゆ
く
」
新
宿
支
部

審
査
員
特
別
賞

「
土
建
し
ん
ぶ
ん
」
江
戸
川
支
部

「
小
平
東
村
山
」
小
平
東
村
山
支

部「
け
ん
せ
つ

こ
ま
え

職
人
」

狛
江
支
部

「
け
ん
せ
つ
北
部
」
北
支
部

★
青
年
部
・
主
婦
の
会
・
シ
ニ
ア

部
門
（
参
加
59
紙
）

特
選

「
Ｍ
Ｅ
Ｎ
'S
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
小
平
東

村
山
支
部
青
年
部

審
査
委
員
特
別
賞

「
女
性
の
会

か
つ
し
か
」
葛
飾

支
部
女
性
の
会

「
井
戸
ば
た
か
い
ぎ
」
渋
谷
支
部

女
性
の
会

「
あ
け
く
れ
」
渋
谷
支
部
シ
ニ
ア

ク
ラ
ブ

「
ね
り
ま
の
母
ち
ゃ
ん
」
練
馬
支

部
主
婦
の
会

「
主
婦
の
ち
か
ら
」
町
田
支
部
さ

く
ら
会
（
主
婦
の
会
）

「
ザ
・
レ
デ
ィ
ー
ス
あ
ら
か
わ
」

荒
川
支
部
ザ
・
レ
デ
ィ
ー
ス
荒
川

「
に
り
ん
草
」
板
橋
支
部
女
性
の

会「
福
寿
草
」
板
橋
支
部
イ
キ
イ
キ

会
（
シ
ニ
ア
の
会
）

「
か
な
め
」
中
野
支
部
か
な
め
の

会
（
主
婦
の
会
）

し
か
し
、
こ
う
し
た
状
態
を
作

ら
れ
た
こ
と
を
私
た
ち
労
働
組

合
、
労
働
者
が
団
結
し
て
は
ね
返

す
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
に

気
づ
か
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

こ
こ
を
し
っ
か
り
み
ん
な
で
作
る

こ
と
、
そ
れ
な
し
に
打
開
し
て
い

け
な
い
し
、
変
え
て
い
く
こ
と
は

で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
賃
金
は

労
使
の
力
関
係
で
決
ま
る
の
だ
、

だ
か
ら
私
た
ち
が
力
を
つ
け
る
、

そ
の
よ
う
な
春
闘
に
し
ま
し
ょ

う
。交

渉
が
始
ま
る
と
、
「
う
ち
の

会
社
は
儲
か
っ
て
い
な
い
か
ら
、

要
求
し
て
も
無
理
」
「
会
社
が
つ

ぶ
れ
て
は
元
も
子
も
な
い
」
「
生

産
性
が
上
が
ら
な
い
か
ら
賃
金
が

上
が
ら
な
い
」
「
コ
ロ
ナ
だ
か
ら

仕
方
が
な
い
」
と
経
営
者
は
言
い

ま
す
し
、
私
た
ち
の
頭
に
も
よ
ぎ

り
ま
す
。
し
か
し
こ
こ
を
乗
り
越

え
な
い
と
春
闘
は
前
に
進
め
な
い

と
私
は
思
い
ま
す
。

賃
金
を
ま
ず
上
げ
る
こ
と
を
勝

ち
取
る
、
こ
の
た
め
に
何
が
必
要

か
、
そ
れ
は
や
は
り
産
別
の
統
一

闘
争
、
あ
る
い
は
地
域
で
の
闘
争

に
み
ん
な
で
結
集
し
、
励
ま
し
合

っ
て
横
並
び
の
連
帯
を
作
っ
て
い

く
こ
と
で
し
か
前
進
は
で
き
な
い

と
、
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

企
業
別
の
限
界

春
闘
で
克
服

日
本
は
企
業
別
の
労
働
組
合
が

基
本
に
な
っ
て
い
ま
す
。
個
別
バ

ラ
バ
ラ
で
、
事
業
所
の
業
績
に
よ

っ
て
賃
金
が
決
め
ら
れ
て
し
ま
い

ま
す
。
こ
れ
で
は
ダ
メ
だ
か
ら
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
、
横
並

び
も
含
め
て
、
賃
金
の
波
及
を
は

か
っ
て
い
く
、
相
場
の
波
及
を
は

か
っ
て
い
く
こ
と
を
春
闘
と
い
う

形
で
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
春

闘
と
い
う
形
を
財
界
・
大
企
業
は

こ
の
30
年
間
破
壊
し
て
き
ま
し

た
。
新
自
由
主
義
、
自
己
責
任
、

市
場
原
理
を
持
ち
込
ん
で
き
ま
し

た
。大
企
業
が
儲
か
れ
ば
、必
ず
労

働
者
に
も
賃
金
の「
お
こ
ぼ
れ
」が

い
く
の
だ
と
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は

続
け
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
が
、
一

切
そ
れ
は
起
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
は
「
成
功
」
し

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
非
正
規
労

働
者
が
ふ
や
さ
れ
、
期
限
付
き
の

働
き
方
は
モ
ノ
が
言
え
な
い
状
態

に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

詰
将
棋
の
解
答

�
1
一
歩
成
�
3
一
玉
�
2
三
桂

�
同
銀
�
2
一
と
�
同
玉
�
2
三

竜
�
3
一
玉
�
2
二
竜
�
4
一
玉

�
5
二
銀
ま
で
11
手
詰
。

大
幅
賃
上
げ
・
底
上
げ
で

希
望
を
も
て
る
公
正
な
社
会
を

最
賃
近
傍
に
３
割
も

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
Ｗ
は
低
賃
金

産
別
統
一
、地
域
で
の
闘
い
で

励
ま
し
合
い
連
帯
す
る

『ちから』（足立）が３連覇
２０２１年度機関紙コンクール

受
賞
の
喜
び

受
賞
の
喜
び

仲
間
の
会
話
の

き
っ
か
け
に

伝
え
た
い
こ
と
が
明
確

佐々木教宣部長
（足立支部）

女
性
従
事
者
の
記
事
は
秀
逸

全建総連全建総連
『
け
ん
せ
つ
』最
優
秀

支
部
、分
会
な
ど
で
は
２０
紙

東
京
土
建

東
京
土
建

2月6日、けんせつプラザ東京で行なわれた
機関紙コンクールの審査会


